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開議 午前１０時００分 

────────────────────────────────────────────────────── 

○高橋ひでとし委員長 ただいまより、総務常任委員会を開会します。 

本日の出席委員は全員であります。 

それでは、会議を進めてまいります。 

 初めに、１、請願・陳情議案の審査についてを議題といたします。 

陳情第４０号、公共施設における宗教関連設備の中立性・公平性確保のためのガイドライン整備

を求めることについてに関わりまして、委員の皆様から特に御発言はございますか。 

（「なし」の声あり） 

○高橋ひでとし委員長 なければ、判断できる状況にあるか各会派等に確認いたします。 

自民党・市民会議。 

○佐藤委員 判断できます。 

○高橋ひでとし委員長 民主・市民連合。 

○髙橋紀博委員 判断できます。 

○高橋ひでとし委員長 公明党。 

○高花委員 判断できます。 

○高橋ひでとし委員長 日本共産党。 

○まじま委員 判断できます。 

○高橋ひでとし委員長 旭川市民連合。 

○小林委員 判断できます。 

○高橋ひでとし委員長 無所属、安田委員。 

○安田委員 判断できます。 

○高橋ひでとし委員長 それでは、全会派等が判断できるとのことでしたので、陳情第４０号につ

いての採択、不採択の判断を、意見開陳を含めて伺っていきたいと思います。 

 自民党・市民会議。（「座ったままでよろしいですか」と言う者あり）結構です。 

○佐藤委員 陳情第４０号に対する我が会派としての結論は不採択であります。 

不採択の理由を簡潔に述べます。そもそも、信教の自由は憲法で保障されており、行政として、

宗教法人等が宗教活動で使用する施設の整備及び管理について指導する権限がないことから、願意

に沿い難く、不採択といたしました。 

○高橋ひでとし委員長 民主・市民連合。 

○髙橋紀博委員 陳情第４０号に対します我が会派の判断は、不採択と判断しております。 

その理由を簡潔に述べさせていただきます。 

本陳情が求めるガイドラインの整備については、現時点で市の公共施設における宗教的中立性が

損なわれていると断定できる状況にはなく、具体的な行政上の問題が明確になっているとは言えず、

さらに、観光庁の多様な背景を有する訪日外国人旅行者の受入れ環境の充実等もあり、公共性が高

いとは言え、民間の施設に対するガイドラインに対しては市が関与するところではないため、願意

に沿い難く、不採択と判断いたします。 

○高橋ひでとし委員長 公明党。 
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○高花委員 陳情第４０号に関して、公明党として不採択と判断いたしました。 

 以下、簡潔にその理由を述べます。 

旭川空港やＪＲ旭川駅にある礼拝スペースは、多様な利用者への配慮の観点から、宗教的・文化

的習慣の違いに起因する不便を軽減するために設置されたものであり、陳情者が言われている特定

の宗教を優遇する趣旨で設置されたものではありません。 

また、自治体がガイドラインを策定するのは、法令だけでは運用にばらつきが生じるおそれがあ

り、統一的な判断基準が必要となる際に課題がある場合、また、国からの通達によってガイドライ

ンの策定が求められた場合によるものでございます。現状、本市において宗教に関連する施設、設

備に関して統一的な判断を要する事案がないことから、願意に沿い難く、不採択と判断いたしまし

た。 

○高橋ひでとし委員長 日本共産党。 

○まじま委員 日本共産党は、陳情第４０号に関しまして、願意に沿い難いと判断させていただき

ました。 

以下、簡潔にその理由を述べます。 

重なる部分もありますけれども、本陳情は、公共施設における宗教の中立性や公平性を担保する

ためのガイドライン策定を求めるものとなっております。以下の理由から、現時点においてはその

必要性は低いと考えます。 

まず、現状設置されている礼拝スペースについては、特定の宗教を優遇する趣旨で設置されたも

のではなく、宗教的・文化的習慣の違いによる不便を軽減し、多様な利用者への配慮の観点から各

施設が必要と判断し、対応しているものであります。 

また、ガイドラインについては先ほどお話がありました、運用にばらつきが生じるなど、統一的

な判断基準が必要となる実務上の課題がある場合だと承知をしているところです。現在、旭川市に

おいては、宗教関連施設を整備する具体的な計画は把握しておらず、統一的な判断を要するような

事案が生じている状況にはないと確認をしました。 

以上の理由から、現時点で市として統一的なガイドラインを新たに策定する必要性は低いと判断

し、本陳情の願意には沿い難いと判断させていただきました。 

○高橋ひでとし委員長 旭川市民連合。 

○小林委員 陳情第４０号、公共施設における宗教関連設備の中立性・公平性確保のためのガイド

ライン整備を求めることについて、旭川市民連合は不採択と判断いたしました。 

 以下、簡潔に判断理由を述べます。 

本陳情の課題認識には一定の理解をするものの、当該設備は、教義上厳格な礼拝作法を要する利

用者に対する実務上の合理的配慮であり、多文化共生や観光施策の観点からも十分な検討が必要だ

と考えます。 

また、言及されている施設は民間企業や団体が運営主体であり、市がその設備や運用方法に対し

て直接関与・介入することは適当でないと考えます。 

よって、本陳情の願意には沿い難いと判断いたしました。 

○高橋ひでとし委員長 無所属、安田委員。 

○安田委員 不採択にするべきと思っております。 
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内容は、もう皆さんとほぼ一緒で、本市において、宗教に関する施設、設備を新たに整備する具

体的な計画もありませんし、また、継続的に統一的な判断を要する事案が生じていないということ

が理由であります。 

○高橋ひでとし委員長 それでは、不採択とすべきものとすることで全会一致となったことから、

陳情第４０号につきましては、不採択とすべきものと決定することで御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○高橋ひでとし委員長 御異議なしと認めます。 

よって、陳情第４０号につきましては、不採択とすべきものと決定いたしました。 

本会議における委員長口頭報告案の作成につきましては、正副委員長に一任願えますでしょうか。 

（「はい」の声あり） 

○高橋ひでとし委員長 それでは、そのように扱わせていただきます。 

次に、２、令和８年第３回定例会提出議案についてを議題といたします。認定第１号、認定第４

号、議案第１号、議案第７号、報告第１号ないし報告第３号、報告第５号及び報告第７号の以上９

件につきまして、理事者から説明願います。 

○三宮行財政改革部長 最初に、認定第１号、令和７年度旭川市一般会計決算について御説明いた

します。各会計歳入歳出決算事項別明細書１４４ページを御覧ください。歳入総額が１千８６４億

１千１７５万１千円、歳出総額が１千８４７億７千３３４万２千円となり、歳入歳出差引き額、い

わゆる形式収支では１６億３千８４０万９千円の剰余となったところでございます。このうち、翌

年度へ繰り越すべき財源３億１千２４６万１千円を差し引いた実質収支は１３億２千５９４万８千

円となっております。なお、実質収支の２分の１に相当する額、６億６千２９７万４千円は、条例

に基づき財政調整基金に編入をいたしております。 

次に、認定第４号の令和７年度旭川市公共駐車場事業特別会計決算でございますが、事項別明細

書１７２ページを御覧ください。歳入総額が８千１８７万５千円、歳出総額が８千１７７万９千円

となり、形式収支及び実質収支ともに９万６千円の剰余となっております。 

続きまして、総務常任委員会の所管に係る決算の概要について御説明申し上げます。主な事業の

執行状況を主要施策の成果報告書で説明させていただきます。 

まず、総合政策部所管分でございますが、主要施策成果報告書の１９ページを御覧ください。２

款１項９目企画費、旭川市立大学施設整備補助金１４億２千４８７万５千円でございます。これは、

公立大学法人旭川市立大学が実施する新学部施設整備に係る費用のうち、建設や備品導入など、令

和７年度分の支払いに関わる補助を行ったものでございます。 

続きまして、防災安全部所管分について御説明申し上げます。２６ページを御覧ください。９款

１項４目防災対策費、災害時緊急情報配信費３千４６２万８千円でございます。これは、災害時の

避難情報を速やかに伝達するため、総合庁舎の屋上等にスピーカーを整備したほか、災害時におけ

る緊急情報の一斉配信システムを構築したものでございます。 

続きまして、都市振興部所管分についてです。３９ページを御覧ください。２款１項９目企画費、

中心市街地活性化推進費３千３１１万９千円でございます。これは、買物公園エリアのにぎわい創

出などを目的とした社会実験、まちにち計画や、駅前広場でのスケートリンクなど、中心市街地の

活性化に関わる取組を行ったものでございます。 
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続きまして、行財政改革部所管分です。６５ページを御覧ください。２款１項２目人事管理費、

統合型ＧＩＳ導入費１億８千５９０万８千円です。これは、各部局が保有、整備する空間データを

同一システムに統合することで、情報共有の迅速化や業務を効率化したほか、システムを公表する

ことで市民サービスの向上を図ったものでございます。 

続きまして、総務部所管分についてです。主要施策の成果報告書に記載はございませんので、こ

れ以降は事項別明細書での説明をさせていただきます。事項別明細書９４、９５ページをお開きく

ださい。２款５項２目統計調査費、令和７年国勢調査費２億１千２９７万７千５４０円でございま

す。これは、昨年実施した国勢調査に係る調査員報酬や、実施本部のビルの借り上げを行ったもの

でございます。 

続きまして、消防本部所管分です。１２８、１２９ページを御覧ください。９款１項３目消防施

設費、消防自動車整備費１億６千６３１万６千７７円でございます。これは、消防本部に配置して

おります各種消防車両や救急車両の更新などを行ったものでございます。 

続きまして、認定第４号、令和７年度旭川市公共駐車場事業特別会計決算の主な事業の執行状況

について御説明申し上げます。 

最初に総務部所管分でございますが、事項別明細書１７０ページ、１７１ページを御覧ください。

１款１項１目管理費、公共駐車場運営費５千９７２万６千３６３円でございます。これは、指定管

理者業務委託などを実施したものでございます。 

次に、都市振興部所管分ですが、同じく管理費の駅前広場駐車場運営費１千３４８万２千４１５

円でございます。これは、駐車場運営業務に係る委託や賃貸借などを実施したものでございます。 

以上、総務常任委員会の所管に係る決算の概要でございます。 

続きまして、議案第１号、令和８年度旭川市一般会計補正予算につきまして、これは補正予算書

で御説明をさせていただきます。 

初めに１ページを御覧ください。今回の補正予算につきましては、都市計画事業基金積立金など

２９事業で、歳入歳出予算の総額にそれぞれ９億４千１１０万７千円を追加するものでございます。 

本委員会の所管に関わりまして、１４ページから２６ページの事項別明細書の歳出にお示しいた

しております事業のうち、最初に１４ページをお開きください。２款総務費では、１項６目の都市

計画事業基金積立金で１６５万３千円、９目の新規路線就航支援費で１千６６８万円、１３目の財

政調整基金積立金で１千５６４万７千円、１４目の減債基金積立金で３千４１２万８千円、１７ペ

ージから１９ページの４款衛生費では、１９ページの５項１目、病院事業会計補助金で３千１９６

万円、２６ページの９款消防費では、１項２目の管理事務費で１０７万３千円をそれぞれ追加する

ものでございます。 

歳入につきましては、ページを戻りまして、１２ページから１３ページの事項別明細書、歳入に

お示しいたしておりますが、１２ページの１７款国庫支出金では、２項１目の物価高騰対応重点支

援地方創生臨時交付金で７千７２７万３千円、１９款財産収入では、１項２目の普通財産収入で３

千１４１万４千円、２１款繰入金では、１項１目の財政調整基金繰入金で９９万９千円、４目の企

業版ふるさと納税基金繰入金で５００万円、２２款繰越金で８千７１３万９千円、２３款諸収入で

は、６項４目のその他の収入のうち、消防団員等公務災害補償等共済基金で１０７万３千円、２４

款市債で５億３千６７０万円をそれぞれ追加するものでございます。 
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また、５ページの第５表、地方債補正では、ごみ処理施設整備事業など３件の限度額を更新する

ものでございます。 

続きまして、報告第１号、令和７年度決算に基づく健全化判断比率の報告について御説明いたし

ます。実質赤字比率及び連結実質赤字比率につきましては、赤字額がなかったことから比率が算定

されなかったところでございます。また、実質公債費比率につきましては８．７％、将来負担比率

につきましては７９．０％となっており、いずれの比率も早期健全化基準には至っておりません。 

次に、報告第２号、令和７年度決算に基づく資金不足比率の報告についてでございますが、対象

となる３会計のうち、水道事業会計、下水道事業会計の２会計につきましては、資金不足がなかっ

たことから比率が算定されなかったところでございます。残る病院事業会計につきましては、１０

億５千２０５万８千円の資金不足が生じたため、資金不足比率が１０．３％となりましたが、経営

健全化基準の２０％には至っていないところでございます。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○土岐総務部長 提出議案のうち、総務部所管の議案につきまして御説明を申し上げます。 

初めに、議案第７号、財産の取得につきまして提案理由を御説明申し上げます。 

本案は、消火活動に充てるため、北消防署の水槽付消防ポンプ自動車（Ⅱ型）１台を、山﨑自動

車株式会社から１億９１２万円で買収しようとするものでございます。 

次に、報告第３号、専決処分の報告につきまして御説明申し上げます。 

本件、第２豊岡団地建替（３）新築工事につきましては、令和６年６月２４日に議決をいただき、

契約を締結したもので、インフレスライドに伴う設計変更に対処するため、契約金額１２億３千１

６９万１４９円を１２億７千７９０万４８９円に変更するものでございますが、本工事は令和８年

９月１１日が竣工日であり、緊急を要するため、令和８年８月２５日に専決処分をさせていただい

たものでございます。 

以上、地方自治法第１７９条第３項の規定により御報告申し上げ、議会の承認を得ようとするも

のでございます。 

次に、報告第５号、専決処分の報告につきまして御説明申し上げます。２件ございますが、いず

れも庁用自動車による交通事故に関し、損害賠償の額を定めたものでございます。 

整理番号１につきましては、本年５月１８日、市内緑町１６丁目におきまして、庁用の消防ポン

プ車が相手方の車両と接触し、損害を与えたもので、その損害賠償の額を２８万５千８２４円と定

め、７月３０日に専決処分をさせていただいたもので、市の過失割合は１００％でございます。 

続きまして、整理番号２につきましては、本年５月２９日、市内近文町２３丁目におきまして、

庁用の軽乗用車が相手方の車両と接触をし、損害を与えたもので、その損害賠償の額を６万４千６

４円と定め、７月３０日に専決処分をさせていただいたもので、同じく市の過失割合は１００％で

ございます。 

次に、報告第７号、専決処分の報告につきまして御説明申し上げます。２件ございますが、いず

れもインフレスライドに伴う設計変更に対処するため、契約金額を変更するものでございます。 

整理番号の１、旧第三庁舎解体工事は、令和７年１２月１７日に議決をいただき、契約を締結し

たもので、契約金額３億４千１２万円を３億４千３９３万６千９３５円に変更するもので、令和８

年７月１０日に専決処分させていただいたものでございます。 
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続きまして、整理番号の２、カムイスキーリンクス第５リフト整備電気設備工事は、令和７年６

月２６日に議決をいただき、契約を締結したもので、契約金額１億７千２２６万円を１億７千５１

６万８千４００円に変更するもので、令和８年７月３１日に専決処分をさせていただいたものでご

ざいます。 

以上、報告第５号及び報告第７号につきまして、地方自治法第１８０条第２項の規定により御報

告申し上げます。 

 以上、よろしくお願い申し上げます。 

○高橋ひでとし委員長 ただいまの説明につきまして、特に御発言はございますか。 

（「なし」の声あり） 

○高橋ひでとし委員長 なければ、本日のところは説明を受けたということにとどめておきたいと

思います。 

議案の説明に関わり出席している理事者につきましては、退席していただいて結構です。 

次に、３、報告事項についてを議題といたします。 

まず、第８次旭川市総合計画点検報告書について、理事者から報告願います。 

○三宅総合政策部長 第８次旭川市総合計画点検報告書につきまして、御報告申し上げます。 

この報告書は、計画の最終年度である令和９年度を迎えるに当たり、これまでの成果や課題、成

果指標の達成状況等を把握することを目的として取りまとめたものです。資料としましては、点検

報告書と概要版を配付しており、概要版で御説明申し上げます。 

１ページは、第８次旭川市総合計画の構成として計画の構造を示しており、２ページは、本市を

取り巻く状況を概括的にまとめております。３ページから７ページにかけましては、基本構成に示

す５つの基本目標ごとに基本政策、取組・成果、課題、成果指標の進捗状況をまとめております。

８ページは、基本計画に示す重点テーマにつきまして、９ページは、都市づくりの基本方策につい

て、推進状況や現状、課題等をまとめております。１０ページにつきましては、４１の成果指標の

状況をまとめたもので、達成が２、向上が１９、維持が２、低下が１８であり、達成と向上は合わ

せて２１指標、５１．２％となっております。 

概要版については、説明は以上となります。 

点検報告書及び概要版につきましては、市政情報コーナー、またホームページで公表させていた

だきます。また、今回の点検で整理いたしました各施策の課題等につきまして、十分に考慮し、今

後、新しい総合的な計画の策定作業を進めてまいりたいと考えております。 

 報告は以上となります。よろしくお願いいたします。 

○高橋ひでとし委員長 ただいまの報告につきまして、特に御発言はございますか。 

（「なし」の声あり） 

○高橋ひでとし委員長 なければ、ただいまの報告に関わり出席している理事者につきましては、

退席していただいて結構です。 

次に、旭川市行財政改革推進プログラム２０２４の進行状況について、理事者から報告願います。 

○三宮行財政改革部長 御報告申し上げます。 

このプログラムは、取組期間を令和６年度から令和９年度までとしておりまして、今回、令和８

年度の当初までにおける取組状況をまとめたところでございます。お手元の資料、１ページに全体
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の概要を記載しておりますので、御覧いただきたいと思います。 

まず、取組の進行状況の実施件数ですが、プログラム全体の取組が５４項目ありまして、既に実

施済みのものが２件、予定どおり進んでいるものが４８件、予定より遅れているものが４件、実施

年度未到来、実施不可はゼロ件となっております。 

次に、下の表、財源確保額に関する状況でございますが、財源確保目標額の８９億円に対しまし

て、令和８年度当初までの累計では６３．９億円を確保した状況となっておりまして、その内訳と

いたしましては、収入の確保で２９．４億円、支出の抑制で３４．５億円となっております。 

次に、２ページから３６ページ目までは、個別の取組項目につきまして、令和５年度までの経過

や背景、令和７年度までの実績、進行状況、財源確保額、そして、令和８年度以降の予定等を整理

しております。 

取組内容といたしましては、おおむね予定どおり進んでおり、引き続き行財政改革に努めてまい

ります。 

なお、本件につきましては、本委員会への報告後にホームページ等に公表する予定としておりま

す。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○高橋ひでとし委員長 ただいまの報告につきまして、特に御発言はございますか。 

（「なし」の声あり） 

○高橋ひでとし委員長 なければ、ただいまの報告に関わり出席している理事者につきましては、

退席していただいて結構です。 

次に、旭川市内部統制評価報告書及び審査意見書について、理事者から報告願います。 

○土岐総務部長 令和７年度内部統制評価報告書及び審査意見書について御報告をいたします。 

初めに、提出資料のうち、内部統制評価報告書を御覧いただきたいと存じます。 

本制度は、地方自治法において、導入の努力義務が課せられているもので、事務処理のルールや

仕組みを自ら確認し、不適切な事務処理の再発防止を目的としているものでございます。このたび、

令和７年度の内部統制の結果を評価し、報告書を作成いたしましたことから、地方自治法の第１５

０条第６項の規定に基づき、本委員会に提出するものでございます。 

報告書といたしましては、全体で２０ページございまして、冒頭の１ページから４ページでは内

部統制の範囲や重要リスク項目の選定の考え方、評価手続のほか、令和７年度の業務レベルでの評

価結果といたしまして、誤りは生じていないものの、制度設計上の不備が１４件、実際に誤りが発

生した制度運用上の不備が６９件ございましたことを報告しております。なお、本制度では、市及

び市民に対し、大きな経済的、社会的な不利益を生じさせたものを重大な不備として評価すること

となってございますが、令和７年度は該当するものはなかったところでございます。 

続きまして、審査意見書を御覧いただきたいと存じます。 

本制度におきましては、報告書を監査委員の審査に付し、議会に提出することとなっており、監

査委員からは、本件の評価手続及び評価結果は、重要な点において相当であるとの審査結果をいた

だいているところでございます。なお、付記意見に対しましては、今後も内部統制制度の浸透を図

り、誤りの原因となった事例を庁内で共有しながら、事務の適正化が図られるよう取組を進めてま

いります。 
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最後に、報告書及び審査意見書につきましては、本委員会終了後に全議員に配付をいたしますと

ともに、ホームページへ掲載等、広く公表する予定でございます。 

以上、御報告申し上げます。よろしくお願いいたします。 

○高橋ひでとし委員長 ただいまの報告につきまして、特に御発言はございますか。 

（「なし」の声あり） 

○高橋ひでとし委員長 なければ、ただいまの報告に関わり出席している理事者につきましては、

退席していただいて結構です。 

次に、旭川市国民保護計画の変更について、理事者から報告願います。 

○内村防災安全部長 旭川市国民保護計画の変更について御報告いたします。 

今回の変更内容は、令和８年度の本市組織の一部変更に伴う旭川市国民保護対策本部の組織、事

務分掌の一部修正と、本市の人口や世帯数など、経年による統計数値の修正をしているところでご

ざいます。なお、今回は国民保護法施行令第５条の規定による軽微な変更に該当するため、旭川市

国民保護協議会への諮問、知事への協議については必要とされていない変更内容となっております。 

今後の予定といたしましては、市ホームページにより公表するとともに、関係機関等に対し周知

をいたします。 

以上、旭川市国民保護計画の変更についての報告となります。よろしくお願いいたします。 

○高橋ひでとし委員長 ただいまの報告につきまして、特に御発言はございますか。 

（「なし」の声あり） 

○高橋ひでとし委員長 なければ、以上で、予定していた議事は全て終了いたしました。 

 その他、委員の皆様から御発言はございますか。 

（「なし」の声あり） 

○高橋ひでとし委員長 それでは、本日の委員会は、これをもって散会いたします。 

────────────────────────────────────────────────────── 

散会 午前１０時２９分 

 

 


